
「
門
屋
養
安
日
記
」

門
屋
養
安
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
新
庄
藩
で
生
れ
、
明
治

六
年
（
一
八
七
三
）
八
十
二
歳
で
没
し
て
い
る
。
人
生
の
大
部
分
を

秋
田
佐
竹
藩
直
営
の
院
内
銀
山
の
お
抱
え
医
師
と
し
て
銀
山
町
に

居
住
し
た
。
そ
の
間
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
か
ら
明
治
二
年
（
一

八
六
九
）
の
三
十
五
年
間
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
日
記
を
書
き
遣
し
て
い

る
。
現
在
、
天
保
八
年
、
文
久
三
年
、
慶
応
三
年
が
行
方
不
明
で

あ
る
が
、
残
り
三
十
二
年
分
が
秋
田
県
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
全
文
二
千
四
百
十
九
丁
の
膨
大
な
記
録
で
あ
る
。

養
安
は
、
銀
山
の
手
代
・
お
抱
え
医
師
と
し
て
鉱
山
労
働
者
の

健
康
管
理
に
当
た
り
な
が
ら
、
鉱
山
の
経
営
管
理
に
も
参
画
し
、

認
可
を
え
て
旅
館
も
経
営
し
、
更
に
町
医
者
と
し
て
周
辺
村
民
へ

の
医
療
に
も
従
事
し
た
。
日
記
は
、
一
人
の
医
師
の
私
的
な
日
記
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幕
末
期
の
院
内
銀
山
「
お
抱
え
医
」
の
実
態

ｌ
「
門
屋
養
安
日
記
」
に
み
る
庶
民
の
医
療
（
こ
’

莇

昭

三

で
は
あ
る
が
、
鉱
山
経
営
と
労
務
管
理
の
実
態
、
当
時
の
「
町
医

者
」
の
様
態
、
庶
民
の
医
療
の
様
子
な
ど
を
断
片
的
で
は
あ
る
が

今
に
伝
え
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
同
時
に
養
安
自
身
の
文
化
的

素
養
か
ら
、
江
戸
・
京
・
大
阪
か
ら
遠
く
離
れ
た
東
北
地
方
で
の

当
時
の
庶
民
の
生
活
・
習
慣
や
文
化
も
き
わ
め
て
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ド
に

伝
え
て
い
る
。

こ
の
日
記
は
、
そ
の
全
文
が
『
近
世
庶
民
生
活
史
料
、
未
刊
日

記
集
成
』
（
三
一
書
房
）
の
「
門
屋
養
安
日
記
・
上
下
」
と
し
て
翻

刻
・
刊
行
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
上
巻
は
昨
年
十
一
月
出
版
）
。
今
回

は
こ
の
日
記
に
よ
り
、
幕
末
期
の
鉱
山
「
お
抱
え
医
」
の
業
務
の

実
態
に
つ
い
て
分
析
・
報
告
す
る
。

院
内
銀
山
町
の
概
略

院
内
銀
山
（
現
秋
田
県
雄
勝
郡
雄
勝
町
）
は
慶
長
十
一
年
二
六
○

六
）
に
鉱
脈
が
発
見
さ
れ
て
採
掘
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
享
保
年
間

ま
で
は
佐
竹
藩
の
直
山
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
衰
退
し
民
間
の
請

山
と
な
っ
た
。
し
か
し
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
、
藩
政
改
革
で

再
び
佐
竹
藩
の
直
営
と
な
り
、
銀
の
生
産
が
増
加
し
、
天
保
四
年

二
八
三
三
）
に
は
年
生
産
高
は
約
千
百
七
十
八
貢
と
な
り
、
そ
の

後
約
十
年
間
は
「
天
保
の
盛
山
」
と
繁
栄
を
う
た
わ
れ
た
。
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別
さ
え
不
可
避
で
あ
っ
た
。

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
町
の
人
口
は
約
二
百
二
十
軒
、
三
千

九
十
九
人
で
あ
っ
た
。
内
わ
け
は
、
支
配
人
・
手
代
な
ど
役
人
と

そ
の
家
族
約
百
八
十
四
人
、
金
名
古
な
ど
現
場
責
任
者
四
十
五
人
、

金
掘
大
工
、
掘
子
、
水
替
え
な
ど
鉱
山
労
働
者
千
三
百
六
十
九
人
、

そ
の
他
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
・
職
能
の
人
々
が
密
集
し
、

銀
の
生
産
と
い
う
目
的
の
た
め
に
の
み
機
能
し
て
い
た
鉱
業
生
産

都
市
、
そ
れ
が
銀
山
町
で
あ
っ
た
。

「
お
抱
え
医
」
の
実
態

・
銀
山
に
は
詰
合
、
支
配
人
を
は
じ
め
と
し
た
役
人
及
び
金
名
子

等
の
労
務
管
理
者
が
約
二
百
三
十
名
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
の

人
々
へ
の
灸
治
、
漢
方
治
療
が
そ
の
業
務
の
重
要
な
一
つ
で
あ
っ

た
。・

鉱
山
労
働
者
の
健
康
管
理
ｌ
こ
の
た
め
鉱
山
内
の
労
働
条
件
の

視
察
と
問
題
点
の
把
握
、
同
時
に
し
ば
し
ば
流
行
し
た
風
邪
、
痢

病
、
コ
レ
ラ
等
の
治
療
、
こ
の
た
め
の
薬
種
の
購
入
計
画
の
作
成
、

薬
代
の
書
き
上
げ
等
も
日
常
の
重
要
な
業
務
で
あ
っ
た
。
施
薬
は

予
算
の
制
約
と
薬
種
不
足
の
た
め
に
滞
り
、
投
薬
す
る
患
者
の
選

さ
ら
に
日
常
的
に
発
生
す
る
喧
嘩
、
自
然
・
労
務
災
害
へ
の
対

応
も
必
要
で
あ
っ
た
。

．
「
山
中
病
用
」
以
外
に
町
医
者
と
し
て
求
め
に
応
じ
て
い
る
。
そ

の
特
長
の
一
つ
は
往
診
先
で
し
ば
し
ば
近
郷
の
医
師
と
対
診
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
依
頼
を
受
け
て
往
診
し
た
際
、
多
く
の
場
合
他

の
医
師
が
居
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
医
師
同
志
の

「
談
薬
」
が
し
ば
し
ば
記
載
さ
れ
て
い
る
。

・
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
の
植
萢
瘡
の
実
施
や
白
鳥
雄
蔵
の
銀
山

町
へ
の
来
町
の
記
載
は
、
東
北
地
方
で
の
種
痘
の
経
緯
を
明
ら
か

に
す
る
材
料
で
も
あ
り
、
興
味
あ
る
知
見
で
あ
る
。

近
世
末
期
に
お
け
る
、
藩
直
営
の
鉱
山
町
と
い
う
限
定
さ
れ
た

地
域
で
は
あ
る
が
、
庶
民
の
医
療
の
実
際
と
医
師
の
活
動
の
実
相

が
う
か
が
え
る
。

（
城
北
病
院
）

f， 句 F

O ／ 0 (143）


